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Abstract   The development of the J League was a major disruption to the world of 
professional sports in Japan. This study examines the history of strategies and 
changes brought by J League chairmen. Saburo Kawabuchi is famous as the first 
chairman of the J League. However, the second to fourth chairmen, who are often 
hidden in his shadow, also achieved many far-sighted and innovative changes for the 
league. The J League chairman has great power and authority, including making the 
final decisions for J League bylaws. Each chairman has had distinct themes and 
characteristics in the changes they made to the league. The first chairman made 
strategic moves to break away from existing sports systems and continue the league 
on its own path. The second chairman stabilized the league’s management setup and 
prepared for expansion. The third chairman expanded the fan base by establishing 
numerical targets that were carried out by the league overall. The fourth chairman 
introduced a club license system to strengthen the business foundation of individual J 
League clubs. At first both the league and clubs were greatly affected by the 
economic bubble, but stable allocations have come to be provided as the number of 
clubs has increased over time. In this way the business strategies and roles of the four 
J League chairmen occupy a large place among the factors for achieving innovative 
changes in the J League.  
                    
 
１．はじめに 
    
2015 年からの日本プロサッカーリーグ（以下 J リーグ）
は、また２つ大きな変革をした。１つは 2005 年からの
J1 リーグ 1 シーズン制から 2 シーズン制に戻すこと。そ
して、もう１つの変化は J リーグ全て（J1・J2・J3）の
カテゴリーに冠スポンサー名をつけることになった。
1993 年から始まった J リーグは 1996 年を除いて、2004
年まで2シーズン制だった。最初は10クラブから始まり、
各シリーズ総当たり 2 回戦 18 試合を行い、前期優勝クラ
ブと後期優勝クラブとチャンピオンシップを競うリーグ
であった。J リーグはそれから 22 年を経て、数々の変革
を行った。 
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２．初期 J リーグの変革過程 
､ 
竹中 2)は J リーグ発展過程を述べてきたがここでは歴代
チェアマンにスポットライトを当てることで、プロスポ
ーツ自体のリーグ最高経営責任者の戦略と役割について
考えていきたい。J リーグが始まったのは 1993 年 5 月、
当初のリーグ戦開始時のクラブ数は 10 であった。その 3







れていたことと同時に FIFA ワールドカップ（以下 W 杯）
初出場へ挑戦するサッカー日本代表と共に相乗効果を生













表 1．1993 年リーグ創設時の 10 クラブ 




















































1993 10 8,892 6,460 646 1,093
1994 12 10,031 8,028 669 2,190
1995 14 10,400 7,363 526 2,214
1996 16 8,301 5,385 337 1,187
1997 17 8,016 5,127 302 2,056
1998 18 7,994 4,779 266 2,189
1999 26 7,546 4,362 168 2,386
2000 27 8,009 4,624 171 2,221
2001 28 8,520 5,212 186 2,461
2002 28 11,148 7,223 258 4,815
鈴木昌 
2003 28 11,454 7,667 274 4,818
2004 28 11,789 7,681 274 4,978
2005 30 11,718 6,959 232 4,905
2006 31 12,712 7,532 243 5,341
鬼武健二
2007 31 12,342 7,196 232 5,278
2008 33 12,845 7,027 213 5,323
2009 36 12,776 7,066 196 5,197
2010 37 12,372 7,351 199 4,851
大東和美
2011 38 9,888 6,434 170 4,340
2012※ 40 11,910 6,934 174 4,877
2013 40 11,625 7,330 183 4,650
表 2．J リーグの歴代チェアマン、クラブ数、収入、 
配分金、放送権料の変化 単位：100 万円 
※この年度は決算日変更のため 2 回決算があり、合算とした。
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ら J１リーグと J2 リーグの 2 部制となり、一挙に 26 ク
ラブまで増えている。ただ、この間が順調であった訳で




































試合安定開催基金」の設置を 2005 年 7 月の理事会におい
て決定したことである。1999 年から J2 リーグが開始さ
れているが、J2 クラブの経営自体がまだまだ未熟な面が
あり、経営危機に陥ることを想定してのことである。実
際に 2005 年 10 月に J2 クラブあるザスパ草津（現ザスパ








鈴木チェアマンは 2006 年 7 月に退任したが、この年
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の 9 月から前年の全 J クラブの個別経営情報開示を実施
している。お金の面で閉鎖性の高いスポーツの世界にお
いて、大きな意味での変革であった。同年 3 月の発表 12)










     
５．「集客」とリーグの変革 
     
 2007 年 2 月 23 日、この日は J リーグが新たなシーズ
ンを迎えるにあたり、メディア向けの毎年恒例のイベン
トとして「J リーグプレスカンファレンス」が開催され



























     
６．新たな基準作成と国際化 
 











ることになる。2011 年 3 月 11 日に起きた東日本大震災










支援活動は 2012 年 6 月に「東日本大震災関連活動調査報





















資対象としての J クラブの魅力向上」が期待され、J リ
ーグ全体のブランド向上は図りたいと考えているのでは
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７．総括 
















年 2 月から 5 代目チェアマンが誕生している。新チェア
マンである村木満氏にやるべき経営課題は多岐に渡る。
















川淵三郎（かわぶちさぶろう）1936 年 12 月 3 日生  
大阪府出身 
1961 年 早稲田大学卒業 
同年  古河電気工業㈱入社 
1970 年まで同社サッカー部選手 
1972 年 同社サッカー部監督 
1988 年 古河産業㈱取締役・日本サッカー協会理事 
1990 年 同協会プロリーグ検討委員会委員長就任 
1991 年 同協会プロリーグ設立準備室長就任・同社退社 




鈴木昌（すずきまさる）1935 年 12 月 15 日生  
兵庫県出身 
1959 年 東京大学卒業 
同年  住友金属工業㈱入社 
1980 年 同社広報部東京広報室長 
1987 年 同社鹿島製鉄所副所長 
同年  同社蹴球団（サッカー部）団長 
1990 年 鹿島運輸㈱社長 
1994 年 ㈱鹿島アントラーズ FC 代表取締役社長 
同年  ㈳日本プロサッカーリーグ理事 
2000 年 ㈱鹿島アントラーズ FC 特別顧問 
2002 年 ㈳日本プロサッカーリーグチェアマン就任 
 
●3 代目 
鬼武健二（おにたけけんじ）1939 年 9 月 19 日生  
広島県出身 
1962 年 早稲田大学卒業 





1983 年 日豊ヤンマー㈱代表取締役社長 
1986 年 ヤンマーディーゼル㈱舶用事業部次長 
1988 年 同社マリンレジャー営業部長 
1992 年 同社サッカープロ化推進室長 
1993 年 大阪サッカークラブ㈱代表取締役社長 
1996 年 ㈳日本プロサッカーリーグ理事 
2000 年 大阪サッカークラブ㈱代表取締役会長 
2004 年 同社退任・㈳日本プロサッカーリーグ専務理事 
2006 年 ㈳日本プロサッカーリーグチェアマン就任 
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●4 代目 
大東和美(おおひがしかずみ)1948 年 10 月 22 日生  
兵庫県出身 
1971 年 早稲田大学卒業 
同年  住友金属工業㈱入社 
1976 年 早稲田大学ラグビー部監督 大学選手権優勝 
1996 年 同社四国支社長 
1999 年 同社大阪プロジェクト開発部長 
2001 年 同社九州支社長 
2005 年 ㈱鹿島アントラーズ FC 専務取締役 
2006 年 同社 代表取締役社長 
2008 年 ㈳日本プロサッカーリーグ理事 
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